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2022 年 4 月 4 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
。「
29
日
、ト
ル
コ
で

対
面
形
式
で
の
４
回
目
の

停
戦
協
議
が
開
催
さ
れ

た
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
中
立

国
家
を
提
案
」「
ロ
シ
ア
は

軍
事
作
戦
の
縮
小
を
表
明

　

プ
ー
チ
ン
氏
が
核
大
国

を
誇
示
し
、
核
の
先
制
使

用
も
あ
り
得
る
と
世
界
を

恫ど
う
か
つ喝
し
ま
し
た
。
重
大
な

の
は
公
表
文
書
（
２
０
２

０
年
）
の
な
か
で
ロ
シ
ア

が
「
核
の
先
制
使
用
を
行

う
こ
と
を
国
家
の
基
本
政

策
」
と
し
て
い
る
こ
と
で

す
。

　

核
の
先
制
使
用
を
基
本

全
世
界
か
ら
核
使
用
ゆ
る
す
な
の
声
を

  

「
核
抑
止
」
は
無
力

　

核
兵
器
使
用
を
止
め
る
に
は
核
廃
絶
の
み

す
る
も
協
議
の
さ
な
か
南

部
ミ
コ
ラ
イ
ウ
で
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
。
州
庁
舎
が
崩
れ

12
人
が
死
亡
し
た
。
卑
劣

だ
」「
30
日
、ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
避
難
し
た
人
が

４
０
０
万
人
を
超
え
た
」

「
日
本
政
府
が
首
都
キ
エ

フ
の
呼
称
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ

語
読
み
に
統
一
し
キ
ー
ウ

に
変
更
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
30
日
、厚
労
省
の
専
門
家

会
議
が
直
近
１
週
間
の
感

染
者
数
平
均
が
増
加
傾
向

と
指
摘
し
警
戒
感
を
示
し

た
」「
20
代
の
感
染
者
が
増

え
て
い
る
」「
東
京
都
は
７

日
間
平
均
は
前
の
週
の

１
２
２
％
だ
」「
送
別
会
ク

ラ
ス
タ
ー
が
増
え
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

４
月
も
値
上
げ
ラ
ッ

シ
ュ
。「
食
用
油
な
ど
の
食

品
か
ら
紙
お
む
つ
な
ど
幅

広
い
商
品
が
値
上
げ
し
て

い
る
」「
値
段
を
据
え
置

き
、
量
を
減
ら
し
て
販
売

し
て
い
る
商
品
も
あ
る
」

「
電
気
代
は
連
続
値
上
げ
、

ガ
ソ
リ
ン
は
高
止
ま
り

参
院
選

政
策
調
整
や
候
補
者
一
本
化

 

市
民
連
合  

共
産
党
に
要
請

　

安
保
法
制
の
廃
止
と
立

憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る

市
民
連
合
は
３
月
24
日
、

日
本
共
産
党
に
「
参
議
院

選
挙
に
向
け
て
、
政
策
の

調
整
や
候
補
者
の
一
本
化

な
ど
、
自
公
勢
力
と
た
た

か
う
体
制
を
早
急
に
作
り

上
げ
る
こ
と
」
な
ど
を
要

請
し
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

戦
略
と
し
、
核
兵
器
の
使

用
を
た
め
ら
わ
な
い
核
兵

器
大
国
が
登
場
す
る
も
と

で
は
、「
核
抑
止
」
す
な
わ

ち
核
兵
器
を
持
っ
て
い
れ

ば
核
兵
器
の
使
用
が
止
め

ら
れ
る
と
い
う
理
屈
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。「
核
抑

止
」
が
無
力
で
あ
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

核
兵
器
は
「
抑
止
力
」

ど
こ
ろ
か
、「
脅
威
」
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
核
兵
器

の
使
用
を
止
め
る
唯
一
の

方
法
は
全
世
界
か
ら
の
核

兵
器
廃
絶
で
す
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
「
核
抑
止
」
の
無

力
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

「“
生
物
・
化
学
兵
器
の
使

用
、
核
兵
器
の
使
用
は
絶

対
に
許
さ
な
い
”
の
声
を

全
世
界
と
日
本
か
ら
声
を

あ
げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
ま
た
核
の
な
い

世
界
に
向
か
っ
て
、
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
・
日
本
が

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加

す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

市
民
連
合
運
営
委
員
の

山
口
二
郎
法
政
大
学
教
授

は
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
を
悪
用
し
て
、
核

共
有
や
敵
基
地
攻
撃
、
憲

法
改
正
を
い
う
人
も
い
る

が
、く
む
べ
き
教
訓
は
、命

を
軽
ん
じ
、
う
そ
を
つ
く

為
政
者
を
の
さ
ば
ら
せ
て

お
く
と
と
ん
で
も
な
い
こ

と
が
起
き
る
と
い
う
こ
と

だ
。
参
院
選
の
テ
ー
マ
は
、

翼
賛
体
制
を
つ
く
ら
せ
な

い
、
憲
法
・
民
主
主
義
・

平
和
を
守
る
こ
と
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

小
池
書
記
局
長
は
「
安

保
法
制
と
敵
基
地
攻
撃
が

セ
ッ
ト
に
な
る
と
い
か
に

危
険
か
。
日
本
が
攻
撃
さ

れ
て
い
な
い
段
階
で
の
敵

基
地
攻
撃
を
政
府
は
否
定

し
て
お
ら
ず
、
ま
ぎ
れ
も

な
い
先
制
攻
撃
に
な
る
。

安
保
法
制
の
問
題
は
今
日

的
課
題
と
し
て
も
重
大
に

な
っ
て
い
る
」
と
応
じ
ま

し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

世界各地で気候アクション
日本では 13 カ所の石炭火発、原発前で
若者や市民、NGO が行動

　

岸
田
首
相
は
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
全
面
解
除

に
あ
た
っ
て
「
第
６
波
の

出
口
は
は
っ
き
り
見
え
て

き
た
」
な
ど
と
述
べ
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第
６

波
で
ど
れ
ほ
ど
の
被
害
が

生
じ
た
の
か
な
ど
の
政
府

の
責
任
に
つ
い
て
は
一
切

コ
ロ
ナ
死
者
　
過
去
最
悪

　

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
解
除

反
省
な
し　

な
り
ゆ
き
任
せ
の
姿
勢

を
改
め
よ

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

３
月
31
日
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

の
３
Ｇ
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
。

「
ガ
ラ
ケ
ー
で
は
通
話
や

メ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
っ

　
　

×　
　
　
　

×

　

成
人
年
齢
18
歳
に
。「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
が

親
の
同
意
な
し
に
契
約
出

来
る
よ
う
に
な
る
」「
詐
欺

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

な
い
か
心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
春
場
所
。
関
脇

の
若
隆
景
が
初
優
勝
（
27

日
）。「
優
勝
決
定
戦
で
平

幕
の
高
安
を
下
し
た
」「
新

関
脇
で
の
優
勝
は
、
大
横

綱
双
葉
山
以
来
86
年
ぶ
り

と
の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

選
抜
高
校
野
球
大
会
。

大
阪
桐
蔭
が
滋
賀
の
近
江

と
の
近
畿
勢
対
決
を
18
対

１
で
制
し
４
度
目
の
優
勝

（
31
日
）。「
大
阪
桐
蔭
の

準
々
決
勝
か
ら
３
試
合
連

続
の
二
桁
安
打
、
二
桁
得

点
は
す
ご
い
記
録
だ
」「
代

ウクライナに平和を
ロシアは侵略戦争やめよ

日本共産党オンライン東京演説会

　　４月 １０日（日）午後２時～

弁士：志位和夫（日本共産党委員長）
　　　田村智子（日本共産党副委員長・政策委員長）
　　　山添　拓（参院議員）
主催：日本共産党東京都委員会

（東京国際フォーラムからから生中継）

触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

感
染
者
数
は
、
第
６
波

で
は
第
５
波
の
４
・
６
倍

（
３
月
16
日
現
在
）
に
達

し
、
死
者
数
は
８
２
２
２

人
と
第
５
波
の
２
・
８
倍

で
、
感
染
は
い
ま
な
お
高

水
準
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
な
り
ゆ
き
任
せ

を
反
省
し
、
ワ
ク
チ
ン
３

回
目
接
種
を
急
ぎ
、
無
症

状
感
染
者
の
早
期
発
見
・

保
護
の
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
キ
ッ
ト
の
大
量
普
及
や

検
査
体
制
の
拡
充
と
、
逼

迫
す
る
医
療
機
関
へ
の
支

援
や
保
健
所
の
人
員
・
体

制
強
化
な
ど
の
対
策
に
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

◎
地
球
の
お
医
者
さ
ん
と

呼
ば
れ
、
人
間
よ
り
も
自

然
に
従
う
と
い
う
理
念
を

持
つ
一
風
変
わ
っ
た
造
園

家
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
杜も
り
び
と人

－

環
境
再
生

医
、
矢
野
智
徳
の
挑
戦
」

が
４
月
15
～
28
日
に
吉
祥

寺
パ
ル
コ
地
下
２
階
で
上

映
さ
れ
る
。
詳
細
は
13
日

（
水
）
にw

eb

公
開
。
電

話0422-66-5042

◎
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
国
際

長
編
映
画
賞
を
受
賞
し
た

「
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
」

が
、
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
吉
祥

寺
で
は
４
月
５
日
（
火
）

9:45

、12:00

、15:45

に
上
映
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

映
画
案
内

善
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
近
所
の
公
園
で
群
生

す
る
カ
タ
ク
リ
が
咲
い
て

い
た
。
薄
紫
の
か
れ
ん
な

花
だ
」「
シ
ュ
ン
ラ
ン
が
咲

い
た
」

替
出
場
か
ら
決
勝
に
進
出

し
た
近
江
も
大
健
闘
だ
」

「
近
江
の
山
田
投
手
は
決

勝
ま
で
5
試
合
で
５
９
４

球
投
げ
て
限
界
だ
っ
た
。

球
数
制
限
や
日
程
な
ど
改

　日本共産党の市田副委員長と岩渕参院議員は３月
24 日、日本ユニセフ協会を訪れ、党が呼びかけたウ
クライナ支援募金の第２次分として 1664 万 5677
円を渡しました。翌 25 日には、紙、大門両参院議
員が、都内の国連 UNHCR 協会を訪れ、同額を渡し
ました。
　懇談で、「いろんな方の思いが詰まったご支援、あ
りがとうございます」（日本ユニセフ協会）、「何かし
たいとの思いをくみ取ってもらう有り難い活動です。
すぐに活用させていただきます」（国連 UNHCR 協
会）との気持ちが語られました。

日本共産党
ウクライナに支援募金（第 2 次分）

JERA( 東電と中電の合弁会社 ) 本社前でも (3 月 25 日 )

た
」「
ド
コ
モ
は
２
０
２
６

年
３
月
末
終
了
を
予
定
し

て
い
る
」


